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電点約4.24で DFP 、重金属イオンおよびPCMB等の SH 阻害剤で完全に活性を阻害されることが






















合体で、その等電点は pH 4.3 であること、 DFPや PCMB で完全に阻害されるが、 Hg2+ や Cu2 +
以外の重金属イオンでは阻害されないことなどを見出した。さらにこの酵素のアミノ酸組成、アミノ
およびカルボキシル両末端基の決定を行なった。
今回綱沢君が始めて見出したこの酵素は、細胞内では、可溶画分に存在し、また蛋白合成の盛んな
臓器程、この酵素活性が高いことを明らかにした。この酵素の生体内における真の生理的意義は明ら
かではないけれども、前述の作業仮説を支持するものと推論した。
以上の綱沢君の研究は、新しい酵素の分離、精製、さらにその化学的性質をある程度明らかにし、
生理的意義を考察したもので、理学博士の学位論文として価値あるものと判定した。
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